
第15回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　回

り

1．日　時

2．場　所

3．議　題

4．資　料

平成4年8月26日1（水）

14：00～14：30

宇宙開発委員会会議室

（1）宇宙開発委員会委員長代理の指名について

（2＞前回議事要旨の確認について

（3）平成5年度における宇宙開発関係経費の見積りについて

委15－1第14回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

委15－2　平成5年度における宇宙開発関係経費の見積りについて

　　　　（案）



》

第14回宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　議事要旨（案）

1．日時 平成4年8月7日（金）
午後2時～3時

2．場所 宇宙開発委員会会議室

●
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3．議題

4．資料

（D前回議事要旨の確認について
（2＞計画調整部会の審議結果について

（3）平成5年度における宇宙開発関係経費の見積り方針につい

　　て

委14－1第13回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

委14－2　「宇宙開発計画」　（平成4年3月25日決定）に基づき

　　　関係各機関において新規に実施する予定の施策及びその

　　　見直しに関する要望事項について
委14－3平成5年度における宇宙開発関係経費の見積り方針（案）

●

5．出席者
　　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　　〃　　　委員

　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　　関係省庁
　　　文部大臣官房審議官（学術国際局担当）

　　　通商産業省機械情報産業面次長

　　　運輸省運輸政策局次長

　　　運輸省気象庁総務部長
　　　郵政大臣官房審議官（通信政策局担当）

事務局

　科学技術庁研究開発局長
　科学技術庁研究開発局宇宙企画課長
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6．議事
　　（D前回議事要旨の確認について

　　　　第13回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（資料委14－1）が確
　　　認された。

　　（2）計画調整部会の審議結果について

　　　武田計画調整部会長より資料委14－2に基づき説明が行われ質疑応
　　　答が行われた後、受理された。

　　（3），平成5年度における宇宙開発関係経費の見積り方針について

　　　事務局から資料委14－3に基づき説明が行われた後、決定された。

●
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　　　　　●　　　　、　　　●　．

平成5年度における宇宙開発関係経費の見積りについて（案）

　平成4年8月26日
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●

平成4年8月7日決定の「平成5年度における宇宙開発関｛，系経費の見積り方針」に基づき、「：平成5年度における宇宙開発関係経費の見積り」を以下

のとおり決定する。

1事業の内容
平成5年度に行う主な事業は次のとおりである。

1．科学の分野の開発等の推進

　（1）・第16号科学衛星（MUSES－B）の開発
　　　　第16号科学衛星（MUSES－B）のフライトモデルの製作等を進める。

　（2）　第17号科学衛星（LUNAR－A）の開発
　　　　第17号科学衛星（LUNAR－A）のプロトタイプモデルの製作等を進めるσ

　（3）’第18号科学衛星（PLANET－B）の開発
　　　　第18号科学衛星（PLANET－B）のプロトタイプモデル及びフライトモデルの製作等を進める。

　（4）　衛星搭載用X線観則装置の開発

　　　　高エネルギー・トランジェント宇宙放射線観則衛星（HETE）に搭載する衛星塔載用X線観i測嬢置のフライトモデルの製作等を行う。

　（5）　研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　天文系科学四則衛星シリーズについて各種宇宙放射線の観測に必要な技術等の研究、地球周辺科学観測衛星シリーズについて高層大気、電離

　　　層、磁気圏プラズマ等の構造の観測やそれらに関する実験に必要な技術等の研究、月・惑星探査シリーズについて各種の観貝肢術、機器等の研

　　　究を進める。

2．観測の分野の開発等の推進

　（1）　静止気象衛星5号（GMS－5）の開発

　　　　静止気象衛星5号（GMS－5）のフライトモデルの製作等を進める。

　（2）　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEQS）の開発

　　　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）の詳細設計並びにエンジニアリングモデル、プロトフライトモデル及びADEOS搭載に

　　　向けての観則機器の製作等を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　（3）　資源探査用将来型センサ（ASTER）の開発

　　　　米国航空宇宙局（NASA）（噛軌道プラットフォーム1号（EOS－AM1）に搭載する資源探査用将来型センサ（ASTER）の基本設
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　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●
　　計及び詳細設計並びにエンジニアリングモデル及びプロトフライトモデルの製作等を進める。

（4）　熱帯降雨観測衛星（TRMM）の開発

　　　熱帯降雨観測衛星（TRMM）搭載用降雨レーダめエンジニアリングモデル及びプロトフライトモデルの製作等を行う。

（5）　主柱求観測肢術衛星（ADEOS－ll）の開発研究

　　　士甥繍1騰衛星（ADEOS－ll）の予備鑛扱びブレッドボードモデルの試1髄欝を行う。

（6）　研究’

　　　地球観測衛星シリーズについて地球環境観測、海羊観測、資源探査、災害監視等のための各種センサによる観則技術、情報処理技術及ひ解析

　　・テLタネットワーク技術の研究等各種利用分野への応用のための研究、灘也等の分野について宇宙回瀾こよる高精度時空計狽肢術及び安定的

　　な位置決定システムの研究を進めるとともに、地球観測肢術に関する研究、複数衛星を組み合わせた総合システムに関する研究、複合機能衛星

　　の研究、人工衛星による海洋総合職則システムの研究、高空間分解能地球環境観測i衛星の研究、温室効果気体センサの三三機センサ（lMG－

　　lDの研究、静止気象衛星の機能等に関する調査研究を行う。

3．通信の分野の開発等の推進

　（1）　通信放送技術衛星（COMETS）の開発

　　　　通信放送技術衛星（COMETS）の詳細設計並びにエンジニアリングモデル及びプロトフライトモデルの製作等を進める。

　（2）　光衛星間通信実験衛星の開発研究

　　　　光衛星間通信実験衛星の予備設言扱びブレッドボ」ドモデルの製作等を行う。

　（3）　研究

　　　　通信・放送・航行衛星シリーズについて静止衛星及び伺期衛星を用いた移重三通信システムの研究、衛星間通信技術、ノ」型衛星を用いた蓄積

　　　型通信技術、クラスタ衛星技術、衛星の状態；監視のための技術等の研究、次世代の通信放送衛星技術に関する研究を進めるとともに、宇宙にお

　　　ける情報通信ネットワークの研究を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　「

4．宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野の開発等の推進

　（1）　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の開発等

　　　　国際協力による宇宙ステーション計画について、宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の詳細設計並びにエンジニアリングモデ

　　　ル及びプロトフライトモデルの製作等を進める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　4

　（2）　宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）の開発

　　　　宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）のプロトフライトモデルの総合試験等を進めるとともに、スペースシャトルにより軌道上から回収
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　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　一　　　ぞ●
　　することを目標に所要の準備を進める。

（3）　宇宙実験用小型ロケット（TR－lA）の開発及び打上げ

　　　宇宙実験用小型ロケット（TR－lA）について開発を進めるとともに、3号機を打ち上げる。

（4）鋸姻騰小鼠雛（lML－2）謳滲加
　　　米国の第二次国際微小重力実験室（IML－2）計画に参加して材料実験等を実施するためく搭載実験装置の維持設計及び製｛乍試験等を進め

　　る。

（5）　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）運用システムの開発

　　　宇宙ステーション取付型実験モジ土一ル（JEM）の運用システムの開発及び我が国の運用利用計画の作成等を進める。

（6）　軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）の開発

　　　軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）のプロトフライトモデルの総合試験等を進め、M－3Sllロケット8号機により打ち上げ

　　る。

（7）　研究

　　　宇宙環境利用実験シリーズについて宇宙実験に関する技術の研究及び地上における基礎実験、宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）及び

　　軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）の再使用に関する研究を進める。有人宇宙活動シリーズについて有人サポート技術及び宇宙

　　環境モニタリングシステムの研究、宇宙ステーションについてこれに係る要素技術の研究を進めるとともに、宇由ステーション取付型実験モジ

　　ュー・ル（JEM）利用実験のための研究を行う。また、宇宙用ロボット技術、人工知能応用技術、共軌道プラットフォームのシステム及び要素

　　技術の研究、月・惑星の開発の利用方策の研究を進めるとともに、耐宇宙環境伎術の研究を行う。

5．人工衛星共通技術の分野の開発等の推進

　（1）　技術試験衛星Vl型（ETS－Vl）の開発

　　　　技術試験衛星Vl型（ETS－VI）のプロトフライトモデルの製1身丈を進める。

　（2）　技術試験衛星Vll型（ETS－VlI）の開発

　　　　技術試験衛星Vll型（ETS－MI）　黛　≡計並びにブレッドボードモデル及びエンジニアリングモデルの製作等を行う。

　（3）　研究

　　　　衛星基礎1支術について電子部品等の信頼性向上等の研究、エネルギー供給システム、高精度姿勢制御システム、能重騰ll御システム、アン

　　　テナシステム、宇宙用軸受、軌道上作業機、将来型人工衛星等に関する研究、衛星システムの標準化、音陽材料の標準化等を進めるとともに、

　　　太陽光発電に係るマイクロ波送電技術の研究を行う。

　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　・　　　　●
6．宇宙輸送の分野の開発等の推進

　（D　M系ロケットの開発

　　　①M－3Sllロケットの開発’

　　　　M－3Sllロケット8号機の開発を進め、これにより、軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）を打ち上げる。

　　　②M－Vロケットの開発

　　　　第16号科学衛星（MUSES－B）、第17号科学衛星（LUNAR－A）及び第18号科学衛星（PLANET－B）を打ち上げること
　　　を目標に、M－Vロケットについて、その推進系、構造系及び塔載電気系の試作試験等の開発を進める。

　（2）　H－llロケットの開発

　　　　H－llロケットの維持設計、ロケット各システムの開発試験等を進める。

　　　　H－Ilロケット試験機1号機の開発を進め、性能礪忍用ペイロード（VEP）及び奇道再突入実験機（OREX）を搭載して打ち上げる。

　　　　また・技監試験衛星V塵攣（ETS－Vl）を打ち上げるためのH－lIロケット試験機2号機、宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）と静止

　　　気象衛星5号（GMS－5）を同時打上げするためのH－llロゲット試験機3号機、地球観則プラットフォーム撚渦星（ADEOS）を打ち

　　　上げるためのH－llロケット4号機及びH－lIロケットの打上げ言価に柔軟性を持たせることを目的としたH－1置ロケリト予備機の開発等を進

　　　めるとともに、通信放送技術衛星（COMETS）を打ち上げるためのH－lIロケット5号機、熱帯降雨観測衛星（TRMM）及び技術試験衛

　　　星Vll型（ETS－Vll＞を同時打上げするためのH－llロケット6号機の開発を行う。

　（3）　J－1ロケットの開発

　　　　性能確認を目的とするとともにH－llロケット打上げ型有翼回収機等の宇宙往還機の研究のための小型実験機による極超音速飛行実験を実施

　　　するJ－1ロケット試験機1号機の開発を行う。

　（4）　研究，

　　　　ロケット応用技術について軌道変換技術、ランデブ・ドッキング技術、回収技術等の研究、軌道間輸送機、宇宙往還機の研究、液酸・軍水エ

　　　ンジンに関する研究、ロケットの誘導制御の高度化の研究、ロケットの構造及びロケット用部品材料に関する研究等を進めるとともに、ロケッ

　　　トの低コスト化に関する要素技術等の研究を行う。また、H－llロケット打上げ型有翼回収機については、軌道再突入実験をはじめとした研究

　　　を進めるとともに、小型自動着陸実験及び極超音速飛行実験を行う。

、

7．施設設備の整備

　（1）　人工衛星及びロケットの開発に必要な施設設備の整備

　　　　人工衛星に搭載する観測用機器及び衛星の機能に関する各衝

　　　設備の整備及び地球観画龍報システムの整備を進める。

設備・ロケットの開発に必要な葦　≡臥リモートセンシング情報受信処理
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　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●
（2）　人工衛星及びロケットの打上げ並びに人工衛星の追跡等に必1要な施設設備の整備

　　宇宙開発事業団種子島宇宙センターにおいて、H－llロケット打上げ射点施設設備の整備、　J－1ロケット打上げ射点施設設備の整備を進め

　　る。また、文部省宇宙科学研究所の既設の諸言隻備の整備及び人工衛星の追跡施言隻等の整備を進める。　’、

（3）　その他の施設

　　宇宙往還機の推進系技術及び空力技彿iの研究開発に必要なラムジェットエンジ’≡　≡備の整備及び極超音速風洞の大型ヒ整備を進めるとと

　　もに、高品衝撃厨洞の整備に着手する。

8．そ釧也の施策’

　（1）　研究開発能力の強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　　　文部省宇宙科学研究所、　糠’　九　　．を強化拡充し、その研究の促進を図る。また、これらの研究と宇宙開発事業団の行う開発との有

　　　機的結合を図るため、同事業団の研究開発業務を強化し、その向上を図る。

　（2）　国際協力の推進

　　　　科学、観則、宇宙実験、宇宙ステーション等の各分野の開発計画に沿い、先進国、開発途上国等との国際協力を推進するほカ、、宇宙分野にお

　　　ける日米常設幹部連絡会議（SSLG）、日本・欧州宇宙機関（ESA）行政官会議、アジア太平洋地域との地球観則分野等での国際協力の強

　　　化、推進を図る。

　（3）　宇宙関係条約関連措置等

　　　　宇宙関係条約の実施が円滑に遂行されるよう必要な措置を実施する。また、ロケットの商業打上げを可能とする缶1度の検討を行う。

　（4）　普及啓発活動の強化

　　　　宇宙開発に対する国民の理解と協力を得るため、総合的な普及啓発活動の強化を図る。

　（5）　宇宙技術者の養成

　　　　宇宙関係伎術者の資質向上を図るため、関係機関の職員を海外に派遣する。

　（6）　宇宙開発推i進基盤の整備

　　　　我が国の人工衛星の打上げ等の円滑な実施に必要な施策を講ずる。

ll経費
平成5年度において必要な経費の見積りは、次表のとおりである。

＼
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平　成 5σ度宇宙開発関係経費等●括表
⑱：国庫債務負担行為限度額

（単位：千円）

…　成　4　年　度　　　　　額 …　成　5 年　度　　　費省　：　庁

宇宙開発関係 宇宙関連 合　　計 宇宙開発関係 宇宙関連 合　　計

科学技術庁

㊨　88，393，639’

@144，621，904 一　一　一　一　一

㊥　　88，393，639

@144，621，904
㊥　107，330，620

@158，055，237 一　一　一　一　一

㊥　107，330，620

@158，055，237

警　察庁 『　一　一　一　一 106，816 106，816 一　一　一　一　一 89，180 89，180

環　境　庁 485，187 一　一　一　一　一 485，187 4了9，856 一　一　一　一　一 4791856

文部省
㊧　　9川4，914
@　16，778，367 4，089，447

㊨　　9，014，914

@　20，867，814
⑱　　20，683，645

@　16，278，043 4，494，780
㊥　　20，683，645

@　20，772，823

通商産業省

　
　
1
5
，
6
8
4
，
6
2
7
「

一　一　一　一　一 15，684，627 14，186，225 一　一　一　一　一 14，186，225

運輸省

㊨　　34乙2211　　3，476，514

㊧　　1，209，481

@　2，949，580

㊥’
P，55◎706

@　6，426，094 5，203，280
㊥　　　123，192
@　2，952，638

㊧　　　123，192
@　8，155，918

郵政省 934，853 270，297 1，205，150 L303，491 37臼，516 1，682，007

建設省 一　一　一　一　一 2，214 ．2，214 一　一　一　一　一 6，904 6，904

自　治’省
『　一　一　一　一 75，085 75，085 ｝一一鼈 40，956 40，956

総　計
⑯　　97，755，778

@181，981，452

喧　回1，209，481　　7，493，439 （㊨　　98，965，259

@189，474，891
㊧　128，014，265

@195・501・132
㊧　　　123，192
@　7，962，974

㊧　128，137，457
@軸203，469，106

注宇宙開発委員会が行う見積りの範囲内の宇宙関係経費を「宇宙開発関係」として、回外のものを「宇宙関連」として整理した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　一　　　　　　　　一6一



、
ノ

平成5年度宇宙開灘Ω（宇宙開発委員会が見積6を行うもの）の概ρ

（単位●千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
平成4年度

¥　算　額

平成5年度

@経　費

　　　　　　　　　　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「要　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　予　算　額　」

研究開発局

宇
宙
開
発
委
員
会
に
必
要
な
経
費

71，794 71，795 宇宙開発委員会運営等　　　　　　　　　　　71，795　（　　　7L794）
「
地
球
環
境
遠
隔
探
査
技
術
1
等
の
研
究
に
必
要
な
経
費
L

一　一　一　一　一 一　一　『　一　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1地球環境リモートセンシング技術の研究　　　98，298　（　　88，289）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

一般行政に必要な経費 53，447 50，678 宇宙開発推進事務等　　　　　　　　　　　　50，678　（　　　53，447）

科学技術者の資質向上に
K要な経費 41，401 42，734 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　　　　　42，734　（　　．41，401）

種子島周辺漁業対策事業に必要な経費

412，000 412，000 種子島周辺対策事業　　　　　　　　　　　412，000（　　412，000）

科
　
　
　
　
学
　
　
　
　
技
　
　
　
　
術
　
　
　
　
庁

小　　　計 578，642 577，207

長　官　官　房 一般行政に必要な経費 3，780 3，780 宇宙開発普及啓発　　　　　　　　　　　　　3，780　（　　　3，780）

航空宇宙技術研究戸
航空宇宙技術研究所に必
vな経費等

㊥1，628，699
@　3，250，482

@　　　　　ず

㊧1，021，410
@　4，433，250 革新航空宇宙輸送要素技術の研究　　　　　671，249（　　501，386）

t酸・着水ロケットエンジン要素の研究　　　112，300　（　　120，000）

q星基礎技術に関する研究　　　　　　　　40，012（　　　40，154）

F宙環境利用実験技術の研究　　　　　　　　133，761　（　　114，130）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　〔i㊨　　　L　O21，410　　「〔㊥　　　1，628，699　「設備整備、施設費等　　　　　　　　　　2，770，053L　　1，768，937」

o常事務費　　　　　　　　　　　　　　705，875（　　705，875）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舶

＼
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（単位：千円）

省 平成4年度 平成5年度 平成5年度　「　平成4年度　「
担当機関 事　　　　項 要　　　　　　旨　　　　　　　　　　　l　　　　　　l

庁 額 経 経　　　　L・　算額」

宇宙開発事業団 宇宙開発事業団出資及び
武ｬに必要な経費

㊥86，764，940
@140，789，000

㊧106，き09，210

@152，989，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㊨106，309，210　　「㊥　86，764，940　－1宇宙開発事業団出資金　　　　　　　　140，712，000L　129，261，000」

宇宙開発事業団補助金　　　　　　　　　12，277，000　（　11，528，000）

科 ［宇宙開発事業団の収支計画］

収入　　　　　　　　　　　　　　　160，229，327　（147，119，063）

政府出資金　　　　　　　　　　　　140，712，000　（129，261，000）

学
政府補助金　　　　　　　　　　　　　12，277，000　（　11，528，000）

その他（事業収入等）、　　　　　　　7，240，327　（　6，330，063）

〔㊨106，309，210　　「〔齢　87，　112，　165　「

支出　　　　　　　　　　　　　　　　160，229，327L　147，　U9，063」

（㊨　35，203，038　　「（㊨　30，046，435　「

技 人工衛星開発経費　　　　　　　　　　29，381，738L　22，921，850」

〔㊨　42，371，　111　　「〔㊨　38，230，043　「

宇宙環境利用総合推進経費　　　　　　50，228，592L　32，618，946」

’　　　　　　　　　　　　　⑱　　22，　156，　820　　　「一（薩葺）　15，　281，　687　　「

’ ロケット開発経費　　　　　　　　　　37，131，395L　44，730，059」
術

ロケット打上げ経費　　　　　　　　　5，929，319（　6，955，465）
！

〔ヨ」彗）　　1，　董45，000　　「〔勘　　　2，064，000　「

種子島宇宙センター施設建設経費　　　　　　2，134，000L　　6，500，541」

（㊨　　　　　945，　241　　「（薗　　　　　558，　000　　「

庁 人工衛星追跡管制経費　　　　　　　　10，011，397L　7，028，218」

〔㊨　　幽　　　820，　000　　　「〔工詮　　　　　　150，　000　　「

筑波宇宙センター施設建設経費　　　　　　3，715，160L　　6，511，318　J
@卜β

㊧　　　3，　668，　000　　「（㊨　　　　　782，　000　「

地球観測情報処理経費　　　　　　　　　5，690，108L　　4，159，479」

事業運営費　　、　　　　　　　　　3，681，569（　4，112，546）

一般管理運営費等　　　　　　　　　　12，326，049　（　11，580，641）

＼
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（単位：千円）

省 平成4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度「
担当機関 事　　　　項 l　　　　　　　l

庁 算額 主　開発プロゲ弘の経　　　　　　　　　　経　　　　L　　　算　額　」

H－llロケットの開発　　　　　　　　　14，440，532（　28，130，351）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「㊥　　17，949「H－llロケット試験機3号機の開発　　　　5，037，069　L　2，065，280」

〔積）　　1，410，000　　「〔運；）　　6，611，372　「

H－Ilロケット予備機の開発　　　　　　3，836，977　L　　1，507，999」

・科 磧）　　4，917，000　　「〔工臨シ　　　　982，500　「

J－1ロケットの開発　　　　　　　　　3，214，929L　　433，679」

「㊥　　495，990「
技術試験衛星VI型（ETS－Vl》の開発　　12，501，237　L　10，862，155」

㊧　26，906，000　　「〔〔静　　　8，787，000　「

通信放送技術衛星（COME丁S）の開発　　　　4，611，656　L　1，375，845」
学

、 ㊧　　　9，872，000　　「〔嚢彗）　　1，758，000　「

技術試験衛星Vll型（EτS－Vll》の開発　　　　3，202，633　L　1，046，386」

㊥　　695，000
光衛星間通信実験衛星の開発研究　　　　　181，166（　　　　　0）

「⑱　　462，966「
技 静止気象衛星5号（GMS－5）の開発　　　6，877，854　L　4，614，65董」

地球観測プラットフォーム技術衛星　　㊥9，237，858「㊥23，925，745「
（ADEOS）の開発　　　　　　　　　11，888，504　L　11，832，654」

〔㊨　　　3，024，000　　「〔㊨　　　1，388，600　「

熱帯降雨観測衛星（丁RMM）の開発　　　　　　919，099　L　　　873，916」

術 地球観測技術衛星（ADEOS－ll》の開発　　㊨　1，637，000
研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　383，222　（　　　　　　0）

〔㊨　41，57L　111　　「（㊨　37，862，343　「

宇宙ステーション計画　　　　　　　　47，234，423L　28，221，442」
「うち、宇宙実験・観測フリーフライ「　　　　　　　「⑱　　348，900「

庁 曹 L　　　ヤ（SFU）の開発　　　　」　　1，369，744　L　　1，961，527」
「うち、第二次国際微小重力実験室「㊨　　146，982「㊨　1，363，519「
L（IML一一2）計画参加　　　　」　　4，082，083　L　　827，640」

JEM利用実験のための研究　　　　　　　211，137　（　　　11，582）　　　　　　　　　　　　　　　　亀

’

H－llロケット打上げ型有翼回収機　　㊧　3，358，000「㊥　　367，700「（HOPE）の研究　　　　　　　　　　2，698，907　L　　1，781，630」

＼ 一9一



（単位：千円）

省
担当機関 事　　　　項

平成4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度・「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l

庁 額 経　　　　L　　算額」

科
理化学研究所 高エネルギー・トランジェント現象の研究 0 52，000 衛星搭載用X線観測装置の開発　　　　　　　52，000　　（　　　0）

学 「海洋科学技術セ・

Pター
海洋科学技術センター出
窓yび助成に必要な経費

一　一　一　一　一 一　一　　一　一　一

人工衛星による海洋総合観測システム　　　　115，164r　（　　0）1の研究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

口

L ［うち海洋広域観測技術の研究開発］　　　　40，777　　（65，613）」
技 r 「

，

Il日本原子力研究戸
放射線利用研究費 一　一　一　一　一 『　一　一　一　一

　　　　　　　　　　　　　　　　放射線ハイテク研究　放射線ハイテク研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1宇宙用部品・材料の耐放射線性　　　　　　　　　　　　　　　　璽、‘　　　　　　　　　　　　・　　　「〔磧）　　　　　　737，　326　　r　　　　　l

術 1 の研究　　　　　　　　　　　　　　1，761，046L　　1，323，704」　1
L の内数　　　　　の内数　　　　」

庁 計 〔齢88，393，639 ㊥107，330，620
144，621，904 158，055，237

環
境

企画調整局
蜍C保全局

公害防止等調査研究費 485，187 479，856 衛星搭載用観測研究機器製作費　　　　　　一479，856（　　485，187）

庁
計 485，187 479，856

宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 ㊥9，014，914 鐙20，683，645 科学衛星研究経費　　　　　　　　　⑯15，373，904「⑮9，014，914「
16，778，367 16，278，043 9，258，　138　　L　　　　　8，218，624　」

B霧｛1尋縫雛臨綱＄翻欄1：lllε　lll：l18

文
［うち第18号科学衛星（PLANET－B）の開評1：lll：lll（　13訊375）

宇宙実験・観測フリーフライヤ　　　　　　961，051（　2，895，978）
（SFU）開発経費

部 Mロケット開発経費　　　　　　　　　　5，199，845　　　4，075，340）
霜

［うちM－V。ケットの開発】　　440脚51翫67臥200）

一

国際宇宙観測共同事業費　　　　　　　　　　　　0　（　　一700，425）（SEPAC、　GEOTAlL）

省 ㊨5，309，741
・大型特別機械整備費　　　　　　　　　　　834，956　（　　888，000）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶

国際宇宙機関会議（SAF》関連研究経費　　　　　24；053　（　　　　　0）

計 ㊧9，014，914 ㊥20，683，645 ρ

16，778，367 16，278，043

一10一

一



（単位：千円）

省
担当機関 事　　　　項

平成4年度 平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　I

庁 算額 経 経　　　　L　　算額」
月　　生　　口 ．，，　　　　　　ンスァ

J発等
，　　　　　， ，　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’O道上からの無人回収システム（EXPRESS）
ノ の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　3，365，253　（　3，465，721）

　》’源還嗣木　　　」
､究開発等

，　　　　　， ，　　　　　， 1’源遅講木　　」　九二　　　　　　，　，　　　　　9　，

通
資源衛星情報等利用システムの開発　　　　　1，763（　　　1，763）

資源探査用観測システムの研究開発　　　　　60，774　（　　　60，774）

極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観測

システムの研究開発（ASTER）　　　　2，907，020　（　2，907，020）

商 次世代合成開山レーダ等の研究開発　　　　　100，000　（　　　　　0）

衛星データのデータベース化・ネットワークヒの琴唄の研究開発　　　　　　　　　100，000　　　　　　　0

’　　　　　　　1　涯　　・　1

用動向調査 10，712 10，712 次世代実用衛星開発・利用動向調査　　　　　10712　（　　　10，712）
産 ロ’、ツ　　　　1　丑

発 82，353 149，190 宇宙用ロボット技術実験装置の開発　　　　　149，190　（　　　82，353）
ロ　　ツ　　　　　　　一　　ス ロ　　ツ　　　　　　　　　　　　　ロ月b　　　　　　I又

産　動向調査 8，740 8，740 の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　8，740　　　　　8，740

小　　　計 14，187，081 13，081，103
業
資源エネルギー庁 広域環境影響モニタリン 1，400，000 1，004，004

嵐　ハ　ヌ㍉．　｝ソスァ　　　升　　　　　　　　　　，　　　　　　，　，

調査 次世代温室効果気体センサ（lMG－Il）　　100，004　（　　　　　0）
の研究

。　　　＝＝ソスァ

工業技術院 調査研究 20，000 20，000 太陽発電衛星技術に関する調査研究　　　　　20，000　（　　　20，000）
省

試験研究所の特別研究等
ﾉ必要な経費

77，546 81，118
　　門下“　　　　　　1L　　　　九　　　　　　　　　　　　，
｢鷲磯船製鱒曹参翼ング‘こ　1：lll（　　1）
関する研究
（以上、機械技術研究所）

李醤量器離辮欝綴究　　5Z5611　5ZOO8（以上、電子技術総合研究所）

次世代地質リモートセンシングに関する研究　　　　亀
i地質調査所）　　　　　　　　　　　　　　11，849　（　　　10，778）

小　　　計 97，546 101，118
’

計 15，684，627 14，186，225

F11一



省

庁

運

輸

省

郵

政

省

担当機関

運輸政策局

気　象　庁

通信政策局

通信総合研究所

合

事

運輸本省一般行政に必要
な経

運輸技術の研究開発に必
　な経

静止気象衛星業務に必要
な経費

計

情報通信の開発等に必要
な経費等

宇宙通信技術の研究開発
に必要な経費等

計

計

（単位：千円）

項
平成4年度

@　　　額

平成5年度 要　　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　I

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　算額」

政に必要 0 4，229 宇宙への民間打上げ活動の促進を確保する　　　4，229（　　　　　0）
ための制度のあり方についての調査研究

開発に必 62，108 38，281 静止気象衛星5号（GMS－5）に搭載す　　38，281（　　　62，108）
る遭難言口用　崖器の開発

務に必要 ㊥　　347，225
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rl　　　　　，　　「
ﾃ止気象衛星5号（GMS－5）の開発　　　5，149，837　L　3，414，406」

3，414，406 5，160，770

’静止気象衛星の機能等調査　　　　　　　　　10，933（　　　　　0）

嬉　　　　　，

@　3，476，514 5，203，280

削　　1　　こ干　　ンフフス　フ
等に必要 26，165 27，785 チャーの整備方策に関する調査研究　　　　　5，495（　　　5，495）

次世代の通信・放送分野の研究開発衛星　　　10，000　（　　　9，520）
の研究

宇宙通信の長期ビジョン策定に関する　　　　　5，821　（　　　4，681）
調査研究

宇宙通信システムの信頼性向上に関する　　　6，469（　　　6，469）
調査研究

局又1埋嵩　込　　1　九三　　　　　　　　9　　　　　　　，
研究開発 908，688 1，275，706

小型衛星通信技術の研究　　　　　　　　　　30，031（　　　8，220）

航空・海上衛星技術の研究　　　　　　　　　6，078　（　　　80，707）

衛星間通信技術の研究開発　　　　　　　　289，935（　　275，720）

宇宙環境予報システムの研究開発　　　　　　75，300（　　　45，883）

宇宙からの降雨観測のための二周波ドッ　　　75，080　（　　　65，009）プラレーダの研究

光領域アクティブセンサーによる地球環　　　22，000（　　　U，250）
境計測技術の研究開発

宇宙電波による高精度時空計測技術の研　　　48，819　（　　　41，616）
究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匂

分散衛星システムによる宇宙通信の研究　　　48，001（　　　3，598）

934，853 1，303，491

町具　　，　　， 填　　，　　，

181，981，452 195，506，132

一12一



平成5年度宇宙関連経費 ●朧発関係以外のもの）の概要 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円

省
担当機関 事　　　　項

平成4年度 平成5年度 要　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度「
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　l

庁 額 経 経　　　　L　　算　額」
科
学

「
防
災
科
学
技
術
研
1
所 一般施設整備 一　一　一　一　一 一　一　一　一　一

GPSデータ処理システム設置工事　　　　　30，308　　（　　　0）1（生活関連経費重点白重）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

技 1 5
術
庁 L 計 一　一　一　一　一 一　　一　　一　　一　　一 」

警 通垂局 繁察通信に必　な 106，816 89，180 通謝’星使用ξ　　　　　　　　　　　　　89，180　　　　106，816）
察
庁 計 106，816 89，180

文
宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 4，089，447 4，494，780 一般ロケット観測経費等　　　　　　　　1，560，171（　1，272，414）

飛しょう経費　　　　　　　　　　　　　772，607（’　　819，394）

部
共通経費　　　　　　　　　　　　　　1，683，174　（　1，735，253）

国際宇宙観測共同事業費　　　　　　　　　341，838　（　　125，396）

一

宙基地利用基礎実験経　　　　　　　　　　136，990　　　　136，990
省

計 4，089，447 4，494，780

㍑　　｝　九月こ。、　よ
電子航法研究所 経費 9，214 9，951 航空におけるGPSの利用に関する研究　　　9，951（　　　9，214）

工　　　用　　　」’、　蒙
253，800 253，800 』．ｯデータリンクの研究　　　　　　　　　253，800　　　　253，800

運
海上保安庁 フ路業務運嵩に必　な経 140，655 131，341 海1測地の推進　　　　　　　　　　　　　131，341（　　140，655

気象庁、 静止気象衛星業務に必要 ⑱1，209，481 ⑱　　123，192 「〔瀞1，209，481「
な経費 2，230，676 2，239，621 静止気象衛星業務運営費　　　　　　　　2，185，251L　　2，169，079」

⑱　　123，192
輸 静止気　’．星業務整　　　　　　　　　　　54，370（　　　61，597

一般観測予報業務に必要 66，301 66，301 極軌道気象衛星資料受信業務　　　　　　　　21，242　（　　　21，242）
な経費

静止気象脚星3業受≡　務　　　　　　　　　45，059　（　　　45，059
又　i餐　　三　　　寺こ∂・
な経 248，934 251，624 気　ロケット観測　　　　　　　　　　　　25L624　　　　248，934）

省 ’、　　　薔 し」」診　　，　　， 〔贋　　　　　，

2，545，911 2，557，546

計 〔融1，209，481 ㊥　　123，192 ／

2，949，580 2，952，638
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（単位：千円）

．省

担当機関 事　　　　項
平成4年度 平成5年度 要　　　　　　旨　　　　　平成5年度　「　平成4年度「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　l

庁 額 費
L予算額」

大臣官房
衛星通信の実施に必要な呈費

76，636 76，799 衛星通信ネットワークシステムの運甫　　　　76，799（　　　76，636）

郵

通信政策局
情報通信の開発等に必要な経費等

6，868 102，840 地球環境保全のための電波利用と情報通信に関する開発調査　　　　　　　　　　　　　2，230　（　　　2，230）

宇宙通信利用の高度化のための調査研究　　　4，638（　　　4，638）

アジア太平洋地域における衛星通信システム構i築に関する調査研究　　　　　　　　95，972（　　　　　0）

「生活情報圏基盤充実
一　一　一　一　一 一　一　一　一　｝

地球局施設　　　　　　　　　　　　　　　　32，333　（　　　　　0）1
L 生活関連経　重点ヒ枠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

政
通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発に必要な経費等

186，793 198，877 宇宙空間の実験研究　　　　　　　　　　，　86，664　（　　　86，664）

通信衛星の実験研究　　　　　　　　　　　38，958（　　　44，372）

地球環境計測・情報ネットワークに関す
る研究開発　　　　　　　　　　　　　　　16，969（　　　7，416）

省
STEP計画期間における関連観測の強イヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，085　　（　　　　　　　4，732　）

〆

宇宙電波による高精度時空計測技術の研
究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　46，201（　　　43，609）

「首都圏広域地殻変動L観測施設の整備

一　一　一　一　一 一　一　一　一　一

VLBI施設及びSLR施設の整備　　　　　233，440　（　　　　0）1（生活関連経費重点高高）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

計 270，297 378，516
．　　｝ハ．，ユ里こ’・　よ

建 2，214 6，904 人工衛星を利用した測地、置の決定　　　　　6，904　（　　　2，214
設
省 計 2，214 6，904

自 消防庁 無線通信施設の維持管理 75，085 40，956 消防防災通信維持費　　　　　　　　　　　40，956（　　　41，289）
に要する経費等

治 無線通≡施設整備　　　　　　　　　　　　　　　0　（　　　33，796）

省 計 75，085 40，956

合 計 ㊥1，209，481
@　7，493，439

㊧　　123，192
@　7，962，974
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宇宙関係生活関醗顛点O要望の腰

（単位・　円

省
庁

担当機関 事　　　　項
平成5年度

v望額

要　　　　　　旨　　　　　　　　　　　平成5年度

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要望額

防災科学技術研究戸 一般施設整備 30，308 GPSデータ処理システム設置工事　　　　　　　　　　　　30，308　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、科
学
技
術
庁

計 30，308

通信政策局 生活情報圏基盤充実事業 32，333
地球局施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32，333　　　　　　　　　　　　　　　噂、．．

郵
政
省

通信総合研究所 首都圏広域地殻変動観測施設の整備 233，440 VLBl施設及びSL臼施設の整備　　　　　　　　　　　　233，440

計

　
　
2
6
5
，
7
7
3
0

合　　　　　　計 296，081
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（i参考う

平成5年度における宇宙開発関係経費の見積り方針

平成4年8月7日
宇宙開発委員会決定

1．開発
　（1）　衛星塔載用X線観測装置の開発

　　　　宇宙から高エネルギー放射線が短時間だけ飛来する現象の解明を行うため、米・仏・日の協力のもとに平成6年度に米国で打上げ予定の高エ

　　　ネルギー一・トランジェント宇宙放射線観測衛星（HETE）に搭載することを目標に、衛星搭載用X線観則装置の開発を行う。

（2）　第16号科学衛星（MUSES－B）の打上げ年度の変更

　　　第16号科学衛星（MUSES－B）の打上げ年度を平成6年度から平成7年度に変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

（3）　第17号科学衛星（LUNAR－A）の打上げ年度の変更

　　　第17号科学衛星（LUNAR－A）の打上げ年度を平成7年度から平成9年度に変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

（4）　熱帯降雨観測衛星（TRMM）の開発

　　　全地球的規模の土ネルギー収支のメカニズム解明等に不可欠な熱帯降雨の観測等を目的とする熱帯降雨観測衛星（TRMM）について、日米

　　協力のもと、H－llロケットにより平成9年度に打ち上げることを目標に、同衛星搭載用降雨レーダ等の開発に着手する。

（5）　静止気象衛星5号（GMS－5）の打上げ年度の変更

　　　静止気象衛星5号（GMS－5）の打上げ年度を平成5年度から平成6年度に変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

（6）　宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）の打上げ年度の変更

　　　宇宙実験・観測ブリ｝フライヤ（SFU）の打上げ年度を平成5年度から平成6年度に変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

（7）　技術試験衛星VI型（ETS－VIl）の開発
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　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　、　　　　　　●
宇宙ステーションあるいは将来型人工衛星への物資の輸送及び軌道上作業等、21世紀初頭の宇宙活動に対応するために必須の技術であるラ

ンデブ・ドッキング技術及び宇宙用ロボット開発の基礎となる遠隔操作技術等について、軌道上実験等の実施により技術を確立するとともに、

宇宙用ロボットに関して先行的な実験を実施することを目的とする技術試験衛星Vl型（ETS－VlI）を、　H－llロケットにより平成9年度に打

ち上げることを目標に開発に着手する。

（8）　技術試験衛星Vl型（ETS－VI）の打上げ年度の変更

　　　技術試験衛星Vl型（ET§一Vl）の打上げ年度を平成5年度から平成6年度に変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

（9）　H－llロケットの開発

　ア）試験機1号機の打上げ時期を平成4年度から平成5年度に、試験機2号機及び試験機3号機の打上げ時其月を平成5年度から平成6年度に、そ

　　れぞれ変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

イ）通信放勘㈱星（COMETS）並びに熱帯師翻1㈱星（TRMM）及㈱講衛星VlI型（ETS－Vll）の打上1儒要に支略すること
を目的として、H－llロケット5号機及び6号機の開発に着手する。

（10）　J－1ロケットの開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　小型、安価な打上げ需要に対応し、低軌道へ1トン程度の輸送能力を有するJ－1ロケットについて、性能確認を目的とするとともにH－ll

　　ロケット打上げ型有翼回収機等の宇宙往還機の研究のための小型実験機による極超音速飛行実験を実施する試験機1号機を平成7年度に打ち上

　　げることを目標に開発に着手する。

（11）　M」Vロケットの開発

　　　初号機による第16号科学衛星（MUSES－B）の打上げを平成6年度から平成7年度に、第17号科学衛星（LUNAR－A）を平成7
　　年度から平成9年度に、それぞれ変更して実施することを目標に引き続き開発を進める。

2．開発研究

　（1）　地球観漫1肢術衛星（ADEOS－11）の開発研究

　　　　論語の課題である地球出盛魎は拠し国闘な酬1を図るとともに、幽幽観則プラットフォーム技術衛星（ADEOS）による面諭

　　　測を継承、発展していくことを目的とし、特にグローバルな跳出に焦点をあてた地球観測肢術衛星（ADEOS－ll）について、　H－llロケッ
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　　　　　　　　　　　　　　　●

トにより平成10年度頃に打ち上げることを目標に開発研究に着手する。

『（2）　光衛星間通信実験衛星の開発研究

　　　衛星間通信システムに有効な光通信技術について、附llI宇宙機関（ESA）との国際協力により、同機関の静止衛星ARTEMlSとの間で
　　捕捉追尾を中心とした要素技術の軌道上実験を行うため、光衛星間通信実験衛星を平成9年度頃にJ－1ロケットで打ち上げることを目標に開

　　発研究に着手する。

3．研究
　（1）　観測の分野

　　　①地球観潰1肢術に関する研究

　　　　新たな技術を積極的に活用した先端的地球観測センサの開発を目指して、航空機等を利用した機能・性能の確認実験を含めた観測肢術に関す

　　　る研究を行う。

②複数衛星を組み合わせた総合システムに関する研究

　これまでに開発した宇宙技術を活用し、複数の衛星を効率的に用いることにより、アジア太平洋地域をはじめとした地球環境監視等を中心と

して種々の分野のサービスが提供可能な総合システムに関する研究を行う。

③複合機能衛星の研究

異なる利用分野の機能を一つの衛星1こ持たせることによって、有限・貴重な資源である静止軌道を有効1盗用し、かつ種々のミッションに柔軟

に対応できる衛星の実現を目指した複合機能衛星の研究を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

④人工衛星による海洋総合観則システムの研究

　海洋の諸現象の解明や地球環境変動に及ぼす海洋の役割を明らかにするため、人工衛星及び人工衛星によるデータ伝送システム等海洋観測全

体システムについて研究を行う。

⑤高空間分解能地球環境観測衛星の研究

石油の開発・精製・流通段階等で生ずる地球環境問題の現状を把握するという観点から、次世代合成開ロレーダの研究に着手するとともに、

当該センサ等を搭載するためにはどのような高空間分解能地球環境観測衛星力くよいかの研究を行う。
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⑥品室効果気体センサの後継機センサ（lMG・一2）の研究　　　　　　　　　　　　　　　’

　データの轡卦生を維持し長期の環境モニタリング調査等を可能とするため、温室効果気体センサの後継機センサ（lMG－2）の研究を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

⑦静止気象衛星の機能等に関する調査研究

開発中の静止気象衛星5号（GMS－5）の設計寿命、気象衛星に対するニーズの高度化・多様化等を踏まえ、諸外国の動向、地球観測㈱星

におけるセンサ等の技術的動向、効率的な気象衛星開発のあり三等について調査研究を行う。

（2）　通信の分野

　　①宇宙における情報通信ネットワークの研究

　　　将来の宇宙における情報通信ネットワークについて、今後の研究課題や研究開発の進め方を明らかにし、その整備の推進に資することを目的

　　とした研究を行う。

（3）　宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野

　　①宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）利用実験のための研究

　　　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）の計画的かつ効…率的利用を目的として、宇宙環境利用の有望な研究分野及び課題について、

　　その分野に関する地上研究での知見・実績を有する機関との協力の下に研究を行うことによって、これらの実験をJEMで実施するために必要

　　な実験実施皮術の開発を目指した、多数の研究者の協力の下で計画的に実施する形態の研究（計画研究〉を行う。　　　　　〆

　　②耐宇宙環境技術の研究

　　　今後計画される長期ミッションの安全かつ効率的な開発・運用に資するため、将来の宇宙開発利用の展開に大きな問題となる宇宙破片（スペ

　　ーズデブリ）に対する新しい概念に基づく防御構造技術の研究を行う。

（4）　　人工衛星共通技術の分野

　　①太陽光発電に係るマイクロ波送電技術の研究

　　　将来のクリーンエネルギーシステムとして期待されている太陽発電衛星の基幹技術の一つであるエネルギーのマイクロ波送電技術について、

　　その要素技術の研究を行う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　●
宇宙輸送の分野

①ロケットの低コスト化に関する要素技術等の研究

将来の宇宙輸麸コストの低減を目指して、これまでのロケット開発の技術成果を踏まえ、ロケット及び打上げ運用に係るコストを新たな要素

技術等の採用により低減することを目標とした研究を行う。

②H－IIロケット打上け型有翼回収機の研究

　H－lIロケッ、卜打上げ型有翼回収機の研究の一環として、無人有翼機の自動着陸伎術の実証・確立を目的とした小型自動着陸実験及びJ－1

ロケット試験機1号機による極超音速領域での空力特性データの取得を目的とした極超音速飛行実験を実施する。

4．施設の整備

　（1）　高品衝撃風洞の整備

　　　　宇宙往還機の大気圏再突入時の機体回りの空気力及び空力加熱の測1定や、極超音速エアブリージングエンジンの燃焼過程等、実在気体効果が

　　　顕著な領域での諸現象の研究に必須の設備である高品衝撃風洞の整備に着手する。

・5．その他の施策

　（1）　アジア：太平洋地域との地球観測分野での国際協力の推進

　　　　地球環境問題解明への我が国の国際貢献の一環として、アジナ太平洋地域を中心として、テLタネットワークの構築、共同研究の実施等によ

　　　る地球曲率分野の国祭協力を推進する。

6．その他

上記以外については、 「宇宙開発計画（平成4年3月25日決定）」を推進する。
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